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第17回宇宙開発委負会1定例会譲）論事次第

　　　　　　　　／

：L　日　時　　　隔和47年12月27日（49

　　　　　　　　午後2時～2時半

2場所　糧開発委貧図会礁．　’・’
3．　議事次回

　　　　　　　　（1）開会

　　　　　　　　（2）新委貝長あいさつおよび宇窃開発委負会

　　　　　　　　　委団長：代埋の指名　　　一

　　　　　　　　（3）政油層冨あいさつ　　　’

　　　　　　　　（4）弟1畠6画字宙開発委負会（定翻会議）
　　　　　　　　　議事騨旨の碓誌

　　　　　　　，㈲　宇宙開発月据薄入物品の関税免除について
　　　　　　　　　　　　、　　　　　魑

　　　　　　　　16）閉会

生　資科　　　　　　　　　－

　　；姿16－1　第16回宇宙開発委負会（定i例会譲）講事要旨

　　委16－2’宇宙開発平群入物品の関税免除について’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
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　　　・　　　　　　巽17一アブ
　　第ユ6回宇宙闘発出負会‘定例会謎）忌事要旨

日　時　　　焔和47年12月20El伽
　　　　　　　　　ノ　　　　　　午後2時～4時5　　　　　　　　’

場所　鰯醗委負三会総
…議’ 閨@　　（1）略和47年皮1～2月期ロケット打上げ

　　　　　　　実験計画たついて

　　　　　　（2）直接放送衛星条約について

資　科

委ユ6－1　創回1前事要旨

委工6－2　心血47年填冬期ロケット打上げ実鹸計画

　　　　　　一覧表

委16－5　SESノーM6397～402
委ユ6－4　弟7回ロケット打上げ実験計画書

委16－5　打上げ実験用ロケットノート％7

委ユ6－6　直接放送衛星条約につ姶て

出席者

　宇宙開発委三会委貴　　　　　　　　　　山　県’昌　夫

．　　　〃　　　　　　　　　　　　　網島・　毅

　　　　　”．　　．　　　吉織雅夫
　　　　　〃　　　　　　・　　　　　　八　藤　東　禧

　説明者

　　東京大学教授　　　　　野村蔑也
　　　4　　助教授　　　　　　．’　　　、秋　渠鎮二郎

　　宇宙開発事忌団副埋事長　　　　　　松．浦　陽　恵e

　　　〃　　　　　打上菅制部長　　　　榊　　　　　博

園係省庁職貧等

　科学技術庁研究調整局宇宙開発参事官

　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長

　文部省大学学術局審心隔

　…蔀商蔭朱二三莱技術院総務部長

　気象庁総務部長

　郵政省電波顎下賜餐…議冨

　　東京大字宇宙航空研究勝

事務島

　。科学技術庁研獅樫局宇宙企画諜長

6．議事要旨

（・〉醐議事要旨につφて

　正の上承認された。

（2）

　ω　東京禾学宇宙航空研究所

　　舗いて説明が行なわれた。

　（⇒：・字宙開発箏茉団
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懐ユ5回宇窟虎発委負会1定例会議）議事要旨案が一部三

略和4ワ年婁ユん・2丹期ロケット打上げ実験計画について

次の説明および質嶢の後、計画が了承された。

　東京大学宇宙航空研究所野村民也教授および秋稟三二郎

向教授から脇和二47年婁：第2次観測ロケ、ツト実験計画につ

　宇宙開発喜画調松浦陽恵副理事長および榊博打上菅劇部

長か騨7幽ケット打上膜駿計画について翻が行な
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　　われたのち、以下の賓礎応答が行なわれた。

網場：MT一ユ55－Pロケヅトの打上げを2皮行なう慧味は何魯

　　か。

松浦：一一定問漏を旧いた糠子島の気象の変化を観測し、将来のロ

　　ケット打上げ時に必騨な気象データを得るためである。

（3）直接放送衛星条約について

　　事務局からソ連提案の直三三三下羅条約の顧騨およびこれに

　関する国連における蕃譲経澱について識朔が背なわれたのち・

　以下の質疑応答が行なわれた。

’山県：ある国の国内阿け放送がだまたま他国へ洩れてしまった場

　　合はどうなるか。　、　噛　　　・，

爆：特定の畔対し；意紬購星磁る直鍬送が行勧れ．

　　た聯合・肺ぐ手段輝ないため・そ．の救：済措潰として提案され

　　た条約であろう。従って迦常の国内放送寮ある二皮洩れるの

　　は止むを得ないのではないか。

　　米国としては、「報道の自由」という建前からも反対のよう

　　である。一方、米雨以外では、この条約案はζ共産弼ばかり

　　でなぐ、発展途上国からも歓迎されているようである。

網島：この条約では1国際放送を行なうものは函の管理下にある

　　ものに限られているが、特に民政等における報遭の自由と抵

　　即するといった悶題はないか。

回忌：今後の検討事項ではあるが大きな問題であろう。

・ζ
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宇宙開発用輸入吻品の関税免喉について

紀和47年12月27日

：L現状

　　宇宙開発用物晶については、坑在宇宙開発二二団が関税定率

法卸5条第三弟・寂よる学鮒1途三郷適臆れている

が、この矧腹では同三三団暉定詰される設嘱にっφては免柵に

　なるが、ロケット人L衛星等メーカーに一・旦入れ、加：［：．組立．

訪漿を行なった後に事来団に納入されるものは原則的に免税ど

　ならない。

　　このため旧事未団が鞠入する物品σと対し47年庚以晦次のよ

　つな関祝負担がかかると推定される。　1単位：百万円）

　　　　　　　　　　　　輔入檀　・　　　　関税額
　　　　　ノ

　　47年度、．・　　エー765　　　26ユ
　　48〃　　　　　　7．056．　　　　 6『5年．

　一　49”　　　’　　　7．0819　，　　　738

　＼　5　0　〃　　　　　　・　　．　　4．2　0，4　　　　　　　　　　3　98

　　　計　　　　、2αユ07　　・2051
　住）学術免税が適用できるものは関税額0として計算してあるr　　’

　　又、47年度予算では関税分は認められておらず、48年度

　予算でも関税分を要京しているが認められる公算は躯めて少な，

　い。

2．折衝縫纏・

　　前記の事暗に號み48年皮予算要求の段階で大蔵省関税局に

対し・，難の関税齪雛齢4条｛肝力研究胸構の免
税う及び弟5条1航空磯及びその：部分頗等の勇税）に準じて、

　「宇宙開発用物’品一の免貌」制皮を新設するよ．ラ要求した・

　　その律蹴局と箏三三衛醗けてきた魁このほどユ2

　月26日の関心墨審二会弟2回訥査部会において蔑題としてと

　り上げられたので、48忌み月L2日に予定されている関税率

　審議会総会におい’て了承される見遍しであるQ‘

　　なお、関税暫定借衛法の改正、同施行令の改正等の作来は、

仰鰹びに人弓打瑚・ケツ鰍四聖
用いられる物品であって㈱輯で鄭するζど鋼麩柳解

　ついて新たな開税免除制度を創設」・適用期隈を略和50年3

　月山1日までとする。」

　　敏具体的納容に廊ては亡漁ら嘱1鯖定総決洞
　施行令の改正の段階で二二されることとなる。

／
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●
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